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攝
護
腺
は

萎
縮
を
起
さ

す
。

（

ら

毒
護
腺
の

殆

ど
全

部
を
截
除
す

れ

ば、

睾
丸

は

萎
縮
す

．

（

6
）

攝
護
腺
の
一

部
截

除
の

塲

合
に

は
、

睾

丸
に

影
響
な

し
。

（

丁
）

要
す・
る

に

睾
丸
問

細
胞
は

攝
護

腺
の

生

理

的

機
能
を

保

存
す

る

に

必

要
に

し

て
、

又

攝
護

腺
は

睾

丸
細
精

管
の

精
系
形

成

に

缺

く
べ

か

ら

ざ
る

も
の

な

り
。

　

　
　
（

二

四
）

松

本
彦
七

錦、

ー

ー

顔

的
な

る

化
石

蘇
の
一

新

種
。

　

産
地

加
賀
戸
室
山

。

遺
骨
上

顎
右
側
の

第
二

大
臼

齒
。

印
度

鮮

薪
世
産

自
N

§
丶

§
恥

簑
§
激
丶
、

ミ
緊

に

近

き

も
の

な

b
。

其
原

的
な

る

に

因

み

て
、

之

を

ミ
ミ
ミ
鏖

ミ
こ

ミ
糞

と
名
く
。

恐

ら

く

獅

誉
ミ
籌
・

と

同
じ

く、

要

ミ
§

よ

b
由
來

せ

る

も
の

に

』
し
、

其
子
孫

を

逧
さ

ゴ

リ

し

も
の

な

る

べ

し
。

　
　
　

（

永

澤
』

八

鸚
）

皿

雜

　

録
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●
再
び

簡
易
顯
微
鏡
寫
眞
装
置
に

就
て

余

量
口

築

讐
方

し
・

う
イ

ス

』

支

敵

露…
會
し
で、
、

小

髪
る

顯

微

鏡
寫
眞

装

置

な

購
入

ゼ

ん
と

イ

こ
も
、

生

獪

時

局
の

六

め
、

在
庫

品
中

寮
二

個
大

形

起
る

も
の

あ
る

の

み

に

て、

弼

底

余
が
教
室

に

購
ひ

得。
へ

き
も
の

に

非
ら

ざ
う

が

爲、

乏
な

斷

念

ぜ

り

き
。

依
て

嘗
て

本

誌

第
三
一
五

號
に

報

じ
た

ろ

装

置
に

多
少
の

改
良

な

施

し
、

　
や

や

見
ろ
・

へ

き
結

果
な

得

れ

り、

斯
の

聖・
紹

驗

か

有、・
羮・
る

諸

君
の

爲
に

乗
の

如
き

數

項
り

匕

ソ

ト

奄

詑
し

て

笑
覽
な

乞
に
ん

と

す
。

牛

目

の

手

鞭
工

に

て

足

れ

り
。

　
　

　

　
　

　
　

　
（

一
）

　
暗
函

。

i
さ

き

に

余
の

報
じ

セ

る

も

の

に

て

は
、

そ

の

長
さ

充
分
な

ら

す
、

爲
に

比

較

的
高

度
凵

レ

ン

ズ

を

用
ゐ

る

を

要

　
　

　

　
　

　

　
　

ア
ベ

レ

ロ

ソ

オ
ン

し、

而

も

不

楡
快
な

る

牧

差

を
生
す
る

事

大
な

ウ
。

逋
常
顯
微

（

雜

　
　
録
）

　

0
再

び
簡

易

顯

微

鏡

寫
眞
装

置
に

就
て

　

鏡
用
の

階
函

に

は

長
さ

牟
米
と
一

米

と
の

二

種

あ
う、

少
く
と

も

　

前

者
位
の

長
さ

あ

る

を
便
と
す

．

是
に

於
て
、

通
常
暗
函
の

後
壁

　

即

ち
取

枠

を

取
つ

く

る

部
分
を

外
づ

し、

蛇

腹
と

の

問
に
一

尺

五

　

寸
許
な

る

木

製
又

は

馬

糞
紙
製
の

筒
を
嵌

め
、

以
て

暗
函
を
長
く

　

し
得、

そ
の

繼
ぎ
目

は

充
分
注
意
し
て

光
の

洩

ら

ざ

る

樣
、

且
成

 

る

鉱
問

鰈

講
礫
隠

欝
眞

鑿

…

く
透

明
な

る

碓
子

を

焦
點
板

と
し
て

用
ふ．、

さ

れ

ど
映
像
の

位

置、

…

麓
飜
縛
轤
蘓
嬲

鑼
鰯

蛎

鰺

…

魏
鑛
鴫

耄
鑷
禦
彎
征

襖

駄
勲

一

は

又

木
若
く

は

馬

糞
紙
に
’
」

製

す
べ

し
。

先
づ

磨
硝
子
の

方
に

て

一

位

馨
を

定

め、

次

に

透
明

な

る

方

に

て

精

簍
る

焦
點

を

定

む
．

｛

若
し

後
者
の

塲
合
そ
の

映

像
を

見
出
す
に

困

難
甚
し

か

ら

ば
、

衣

…

の

如

き

法
あ
り

。

即
ち、

響
て

威
光

し

砦
乾
板
を

現

像
液
に

灘
♂

攤
飜

盤
絖

欝
脚
肪

犠

繋

｝

な

b
。

而

も

磨

硝
子

の

如
く

に

粗
面
な

ら
ざ
る

が

敬
に

精

密
に

焦

　
　

點
を

定

め

得
べ

し
。

　
　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
り
　

　
じ

　
り

　
　

　

　
コ

　
の

　
　

む
　

　

　

じ

　
　
（

三
）

　
焦
點

鏡
（

フ
ォ

！

カ
ッ

ジ
ン

グ
・
レ

ン

ズ
）

。

ー
特
別

に

製

　

造
せ

る

も
の

あ

れ

ど
も
、

蟲
眼
鏡
の

焦
點

距

離
を

測
り、

針
金

若

　

く
は

紙

筒
に

て

＝
叱

の

距

離
に

置
き
つ

ζ

映
像
を
檢
し

て

可

な

　

り
．

最

も

便
な

る

は、

通
常
の

顯

微
鏡
の

接
眼

鏡

を

倒
に

し、

上

五

五
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（

雜

　
　
録
）

　
○

再

び

簡

易
顯

微

鏡

寫

眞
装
置
に

就
て

へ
甲
）

。

　
バ

ヅ

タ

の

精

母
細

胞

分

裂
の

中

期
。

鰯
面

よ

り

　
　

見

る
。

广
千
五

百

倍
）

。

（

乙
）

。

同
上

。

枢
よ

り
見
る

。

（
千
五

百

倍
）

。

（

丙
）

。

孝
ゴ

の

色

素
級
胞

・

（

吾
倍
） ・

　
　
　
　

　
　
　

五

六

面
を

鰭
板

挿
し

3
？
下

面
よ

b
覘
く
に

あ

り
。

　
　
　
　

　

　
　

　
（

四
）

　
調
節。

ー

1
暗
函
の

長

さ

を
固
定
せ

る

が

故
に

焦

點
の

調

節
は

顯
微

鏡
の

螺
旋
に

依
ら
ざ
る

べ

か

ら
す。

暗
函

短
き

と

き
は

手

を

伸
し
て

屆
く
を
得
べ

き
も、

孚

米
の

長
さ

に

逹
せ

ば

衄

事
頗
る

困

難
な

り
。

故
に

多
少

の

工

夫
に

て

長
き

棒、

護

謨
管

、

紐

等
を

適
宜

に

用
ゐ
て

棒
の

廻

轉
を
螺
旋
に

傳

ふ

る

様
裝
置
す
る

事
難
か

ら
す

。

斯

巻
ば、

焦
點
鏡
を
以
て

映

像

を
檢
し
つ

辷

棒
端
を

執

り
て

少
し

宛
廻
轉
し、

適
當
な‘
る

位
置
を

定

む

る

を

得
。

な

ほ

同

樣
に

し
て

十

字

机
を

操
る

事

も
得
ば

更
に

妙
な

り
。

　
　
　
　
は

　
の

　
（

五
）

　
光
源

。

ー
1

最
も

安
價

に

し
て

安

全
な

る

は

日

光
な

b
。

快
晴
の

日

を
選

び
、

直

替
莞
を

鏡
に
て

反

射
せ

し

め、

集
光

鏡
に

當
ら
し
む
。

絞
り
の

下

部
に

は

層

硝
子

の

小

片
存

置

き
て

光
を
和
が

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

號 十 二 百 三 第 誌 雑 學 物 動（355）

し

む

る

を
要
し、

う
7
ー

ジ

の

表
面

及
プ

レ

パ

ラ

ー

ト

に

は

鏡

よ

り
の

日

光
を

當
て

ざ
る

を

要
す

。

焦
點
を
定
め

了

り、

取
枠
を

巌

め
、

撮
影
の

凖

備
成
ら

ば、

必

す

再

び

鏡
を

檢
し
て
、

果
し
て

日

光
が

正

し

く

集
光
鏡

を
照
し

居
る

や
否
や
を

見
る

べ

し
。

窓
際

に

少
し

く

裝
置
を

施
さ

ば、

自
由

に

廻

轉
し

得
る

鏡
を
取
附

け
て

是

が
m

川

に

充
つ

る

を
得
べ

し
。

　

　
　
　
の

　
　

　
へ

六
）

　
倍

牽
。

・
ー
ー

描

寫
に

於
る

塲

合
と
同

じ

く、

寫
眞
に

あ

b
て

も

亦
簡
留

な

る

數
に

て

倍
率
を

示

す

事
望
ま

し

き

な

り
．

描

寫
の

倍
牽
に

つ

き
て

は

甞
て

丘
博
士

の

本
誌
第
二

五
三

號
に

迺
べ

ら
れ

し

事
あ
り

き
。

唯

今
の

塲
合
に
て

は

暗
函
の

長
さ
一

定
す
れ

ど
も、

レ

ン

ズ

の

紐
合
せ

と

顯
微
鏡
の

筒

長
の

變
化

と
に

よ

り

て
・

自
由

に

倍
率
を

變
じ

得
る

が

故
に、

ミ

ク

ロ

メ

ー

テ
μ

を
用
ゐ

て

所
要
の

倍
牽
を
得
ば
、

そ

の

際
に

於
る

必

要
な

る

條

件
を
表

に

作

戎
し

置
く
べ

し
。

甚
し

く

低
き

倍
率
の

と

き

に

は
邇

常
の

ミ

ク

ロ

メ

ー

テ

戸

に

て

は

そ
の

映
像
薄
く

し

て

發
見
し

難
き

事
あ
り

。

か

か

る

と

き
は

別
に

や
よ

大
な

る
ミ

ク

ロ

メ

ー

プ

ル

を
作
る

べ

し
。

そ
の

法

臼

紙
に

尺

度
を

記
し

之

を
縮
小

し

て

撮
影
す
る

か

（

磁

製

の

尺

度

特
に

此

の

目

約
の

爲
め

に

製

し
あ
る

由
） 、

又
は

載
物

稍
子

を
油
煙

に

て

曇
ら
せ
、

之

に

針

頭

に

て

牛
粍
迄
の

細
か

さ

の

尺

度

を
認
し

蓋
硝
子

を

被
ふ

に

あ

り
。

　

偖
て
、

余
は

以
上

の

如
き

工

夫

に

て

試
み

だ

る

數
枚
の

寫
眞
の

う
ち
よ

り、

竝

に

三

個
の

印

書
を

竭
ぐ、

多

數
試
み

た

る

う

ち
よ

参

最
良
の

も
の

を
選
び

陀

り

と

云
ふ

に

非
す

。

又
一

點
一

劃
の

修

整
を
施

し
髭

る

に

も

非
す

。

若

し

前

回

掲
げ
た

る

も
の

に

比

し
て

〔

雜

　
　
録
）

　
0
頭
髪

り

色
の

遺
傳
一

例

」

進
歩
の

認
め

ら
る

≧

あ

ら
ば

幸

甚
な

り。

た
ゴ

期
る

簡

單
な

る

裝

置
の

多
く

試
み

ら

れ

ん

事
を

希
望

し
て

や

ま

ざ

る

の

み
。

　
　

　
　

　

　

　
　

圖
の

説

則
。

1
甲
圏

及

乙

圖

に
バ

ソ

タ

の

精

母

細

胞
の

分

裂
に

し

て
、

千

五

百

俵

廓

大
な

り
。

ム
，

春
四

月
二

＋

日
。

第
五

高

等
學
校

構
内
に

て
、

採

集
し

む々

材

料
に

し

て
、

雷

哮

既
に

充
分

成
長
し
、

睾
％

は

多
く

成

熟
ぜ

ろ

精

蟲

か

以
て

充

た

さ

れ

あ
り

き
。

乙

岡

は
比

較

の

爲
光

源
と

し

ろ

電

氣

瓢

燈

な

用
ゐ

六

司
。

　
丙

圏

に
メ

ナ

ゴ

の

鱗
上

の

色

素

細…
胞

を
五

百

倍
に

廓
大

ぜ

る

も
り

に

し

て
，

二

個
の

橢

闘

形
な

る

核．

及

年

翰
り
一

が

縦

走
せ

う

な

認
む

な

得
べ

し
。

　

　

　

　
　

　

　

　
（

大

島

　
廣
）

　

　
　

●
頭
髪
の

色
の

遺
傳
一

例

　

靜
岡

縣
庵
原

郡

蒲
原

町

字
榊
澤
區
な

る

庵

原
郡
水
産
組
合
書

記

石
原

松

衣

郎
氏
方
に

宿
泊
し
て
、

ず

ク

ラ
エ

ピ

の

研
究
に

從
事
中

隣
家
の

少
女
二

人
の

頭
髪
の

色
が

頗
る

特
異
な

る

に

氣
付
き
た

れ

ば、

仔

細
に

尋
ね
て
、

左
に

示
す
が

如
き
家
系
な

冷

を

知
リ

セ

リ
。

小

交

字
の
m

は

尋
常
の

色
の

頭
髪
を
有
せ

る

男、

小

文

字
の

f
も

同

樣
な

る

女、

花
文

字
の

M
は

頭
髪
の

色

著
し

く

赤
っ

ち
や
け
た

る

男、

花
文

字
の

F
は

矢
張
り

そ

の

や

う
な

る

色
の

頭
髪
を
有
せ

る

女、

花
交

字
の

C
も

同

様
な

る

色
の

頭
髮

を

有
す
る

者
な

れ

ど

も、

男
女
の

牲
勃

朋
せ

ざ
る

も

の

に

し
て

、

太

き

花
丈

字
を
以
て

示

せ

る

も

の

が
、

邸

ち
竝

に

逋
ぶ

る

特
異
な

る

色
を

せ
る

も

の

な

り
。

　

　
　
　

　
　
　

選

　

　
　

・ ．

 
・．

コ

引
L

『

ぞ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

甚

　

　
　
　

　
　
　

　
　
一、
，謂

一
、
ー，

一

t，
」
ー

i一
i」

　

　
　
　

　
　
　

　
　
解♂
　
陛’
　
解．
　

崔
　

≡
　
粋．

五

七
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